


「桶ケ谷沼では今、どんな鳥が見られますか？」「まだコハクチョウは来ていませんか？」

などと聞かれる季節になりました。今年もたくさんの野鳥が飛来すること 

を願っています。桶ケ谷沼が野鳥たちにとって安心して滞在できる場所 

となるよう静かに見守りましょう。皆様のご協力をお願いします。 

野鳥をおどろかさずに見るコツは  

 指さし＆実況中継はＮＧ！ 「あそこ！」と指さす大きなアクションを野鳥は攻撃と感じます。

 野鳥のサインをよく見よう 警戒した野鳥はサインを出します。近づかず静かに待ちましょう。

 野鳥がきらいな音を知る レジ袋の「カサカサ」という音は野鳥がきらいな音の代表格です。

（“鳥くん”著「鳥さんぽをはじめよう」より）

                                静岡県渡り鳥研究会の北川さんにお話を聞きました。 

Ｑ．コハクチョウはどこから来るのですか？

Ａ．ロシアの北極海沿岸から北海道北部に渡来し、 

その一部がこの辺りまで南下してくるようです。 

Ｑ．昨年、鶴ヶ池には 12 月 15 日から 1週間ほどの短

い    い滞在でした。以前はもっと長く居たようですが？    

Ａ．コハクチョウの一番のエサはマコモの根茎です。

好物のマコモが少なくなってしまったのでしょう。

安全でエサが豊富な場所を他に見つけたのかも。 

桶ケ谷沼横の菜の花畑、順調に育っています。 

現在、芽が 15 ㎝ほど伸びて青々としています。 

来年春に花が咲きそろって、畑一面に黄色の 

じゅうたんのようになるのが楽しみです。

開館時間：午前９時～午後５時 (月曜日: 休館)

住所：〒438-0016 磐田市岩井 315 番地   

電話：0538-39-3022  FAX:0538-39-3023 

桶ケ谷沼や鶴ヶ池にやってくる冬鳥のことをもっと知りたい！ パート２

野鳥を驚かさずに見るコツは？

桶ケ谷沼は今・・・



90 人を超える参加者が沼を一周しながらキノコの観察をしま 

した。藤棚の近くにヒラタケが出ていました。 

沼の周りには、サルノコシカケの仲間の 

カワラタケが多く生えていて、林が乾燥して 

いることがわかりました。 

≪行事予定≫ 

◎ 野鳥観察会 

* 日  程  １月２０日(日) 9:30～11:30（受付 9:00～） 

* 場  所  桶ケ谷沼ビジターセンター視聴覚室と野外 

    * 内  容   野鳥の説明を受けたあと、マガモなどの観察をします 

   * 持ち物  メモ用紙・帽子・野外活動のできる服装 

◎ 冬の昆虫観察会 

* 日  程  ２月３日(日) 9:30～11:30（受付 9:00～） 

* 場  所  桶ケ谷沼ビジターセンター視聴覚室と野外 

    * 内  容   桶ケ谷沼周辺の樹木に巻いた「わらまき」をはずして、冬越しをして 

いる昆虫の観察をします 

* 持ち物  メモ用紙・帽子・野外活動のできる服装（防寒対策を！） 

◎ いきもの研究発表会 

* 日  程  ３月２４日(日) 9:30～11:30（受付 9:00～） 

* 場  所  桶ケ谷沼ビジターセンター視聴覚室 

    * 内  容   桶ケ谷沼のトンボや植物などを研究・調査している学校や研究者に 

        よる研究発表を行います

※参加対象は、すべて一般です（小学生以下は保護者同伴でお願いします）

12 月だというのにアキアカネが日当たりの良い石垣や葉っぱの上で

「ひなたぼっこ」をしている姿を見かけます。

また、トンボだけでなく、ウラナミシジミやキタキチョウ、

モンシロチョウなどが小さな花や草むらの間をヒラヒラと飛んで

いる姿を見かけました。

アカトンボ通信 

※参加は無料です 

申し込みはビジターセンターへ

（電話：0538-39-3022）

カワラタケ 


